
A市では、要介護者・要支援者・介護予防事業対象者に対して、生活援助サービス・予防サービスを一体的に提供するための「予
防ヘルプサービス費助成事業」(介護予防事業対象者分については、地域支援事業の任意事業で実施)を展開している。
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生活援助サービス (※ ¬)
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予防サービス (※ 2)

の提供
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生活援助サービス:日常生活における掃除、
洗濯、調理、買物その他の家事

予防サービス:運動器機能、口腔機能その
他生活機能の低下の予防支援

※3予防ヘルプサービス費
以下の表の通り算定。ただし、26,100円が上限。1鶉
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※ 状態が改善し、非該当になつた場合でも、必要な生活援助サービスが受けられるよ

う、NPOに よる家事援助サービス等 (全額利用者負担 )の普及等を図つている。
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30分 ～ 1時間 2,200円 2,760円

1時間～ 1時間30分 3,080F] 1,850n

1時間 30分 ～2時間 3960円 4′ 960円

2時間～ 2時間 30分 4′ 840円 6,050円

2時間 30分 ～ 3時間 5,720n フ′160円
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～ 30分 2450円 3,060円

30分～ 1時間 4,260n s,330Fi

1時間～ 1時間 30分 6,190H フ′7301J

1時間 30分 ～ 2時間 7p70n 8′ 840円

2時間 ～ 2時間 30分 フ′950円 9,940円

2時間 30分 ～ 3時間 9,360H 11,030Fl
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(市民後見推進の取組事例①)
市民後見活動を首長申立に限定するケース

D区成年後見支援センター (区社協に委託 )

○ 事業概要

(相談、利用支援等の業務 )

・ 法律相談

弁護士等による成年後見制度に関する相談

窓口の設置 (月 2回 )

・ 成年後見制度利用支援

加齢等により成年後見等の手続きが困難な

方への必要書類の確認等の支援

・ 専門職後見人に関する情報提供

(市民後見に関する人材育成等の業務 )

・ 市民後見に関する人材の育成

個人で成年後見人を受任できる区民後見人を育
成

(参考)研修時間 (50時間 )

・ 後見活動が可能と見込まれる案件について家庭

裁判所に区民後見人候補者を推薦

・ 区民後見人が選任された場合に、後見活動に関

する相談などの支援を行う。

区社協が後見監督人に選任

後見活動は区長申立案件に限定

(参考 )

受任者累計 25人 (平成18年度～21年度 )
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考資料 3

(参考)計画策定業務にかかる生活支援ソフ ト (仮称)の活用例 (イ メージ )

1 介護保険サービス
(1)認定者数の推計

介護サービスのニーズ推計では、前提として認定者数の推計が必要となるが、ニーズ調査の結果か

ら、現状で明らかに生活機能が高いと考えられる認定者や逆に機能がかなり低下していると考えられ

る二次予防事業対象者がわかる。

そこで、こうした者を生活支援ソフ トで抽出し、 Hl能な限りその生活実態を把握することで、今後

の認定者数推計に反映することが可能となる。具体的には、自立に近い認定者の数と、逆に要支援・

介護状態に近い一般高齢者 。二次予防事業対象者数を比較 しながら、将来的な認定率を調整すること

で、より実態に近い認定者数推計が可能となると考えられる。

生活支援ソフ トでの該当者の抽出例は、以 ドのとおりc

①生活支援ソフトのメニューで表示1環凛1設定をクリックして選択する。
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②必要な基本情報 (地区名称、性別、年齢、住所、漢字氏名、要介護区分など)、 得点・評価 (ADL
得′点、ADL判定不能者)の各項目を選択して、匝コをクリックする。
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③データが表示されたら、生活支援ソフト (エクセル)の フィルター機能で、要介護区分は「(空 白以
外のセル)J(認定者)を、ADL得′員は「100」 を指定する。圏域ごとに抽出するには地区名称を指
定する。
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